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ひらおか委員長

新・正副議長に聞く！ズバリ！新しい議会構成が決まりました！

の回復に全力で取り組む！
もりかわ委員長

新しく就任した
正副議長に抱負など

を聞きました！

○
抱
負
は
？

谷
本
議
長

　

ま
ず
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
一
日
も
早

い
収
束
を
議
会
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
、
市
民
の
安
心

安
全
な
暮
ら
し
、
社
会
経
済

の
回
復
に
全
力
を
尽
く
し
て

参
り
ま
す
。

　

議
長
就
任
公
約
で
あ
る
、

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

議
会
の
活
性
化
や
産
業
の
振

興
、
人
口
減
少
対
策
な
ど
の

課
題
解
決
に
協
力
し
て
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
議
会
と

大
学
の
連
携
協
定
に
向
け
た

取
組
や
議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
と
情
報
共
有
を
図
る
た

め
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導

入
を
推
進
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
初
の
試
み
で
あ

る「
女
性
議
会
」
も
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
傍
聴
に
来

て
く
だ
さ
い
。

向
井
副
議
長

　

円
滑
な
議
会
運
営
が
で
き

る
よ
う
、
議
長
を
全
面
的
に

サ
ポ
ー
ト
し
、
議
員
同
士
で

意
見
や
提
案
を
出
し
合
え
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
基
本
条
例
に

基
づ
き
、
議
会
災
害
時
に
お

け
る
対
応
指
針
の
策
定
を
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
議

員
を
中
心
に
今
年
度
中
の
策

定
を
目
指
し
ま
す
。

委員会には、議会を円滑に運営するための議会運営委員会や市の仕事を各分野に分けて審査する３つの
常任委員会があります。今回は、各委員長から残りの任期（約１年間）の活動目標などを聞きました！

議
長

谷た
に
も
と本

勝か
つ
と
し俊

■プロフィール
現住所：大平
趣　味：読書
座右の銘：初心忘るべからず

総 務 委 員 会 議 会 運 営 委 員 会
市の機構改革により、総務委員会の担当に
企画振興部が加わりました。アフターコロ
ナを見据えた施策、ＳＤＧｓや伊予市の魅
力を広くＰＲしていけるような施策を後押
しできるよう、委員会審議を通じて政策提
案につなげたいと思います。

日ごろから新型コロナウイルス感染症に対
する感染防止対策にご理解とご協力を賜り
ありがとうございます。ウィズコロナ・ポ
ストコロナ時代における市議会の役割・活
動を市民の皆様にお示しできますよう取り
組んで参ります。

ひの委員
たにもと委員

たかた委員たなか（慎）委員 もりかわ委員

ひらおか委員

ひらおか委員長 さがわ副委員長よしひさ副委員長 ひの委員長 たなか（弘）委員

たけち委員

ひの委員長



いよ議会だより　令和４年 夏号3

新しい議会構成が決まりました！特集

新型コロナウイルス収束後の社会経済

新委員長 から一言！

もりかわ委員長

○
ど
の
よ
う
な
議
会
を
？

谷
本
議
長

　

議
員
各
位
の
是
々
非
々
の

活
発
な
議
論
の
場
と
公
正
な

議
会
運
営
に
努
め
ま
す
。
そ

し
て
、
市
民
に
開
か
れ
た
議

会
と
し
て
、
工
夫
を
凝
ら
し

た
議
会
報
告
会
の
開
催
や
議

会
の
傍
聴
の
啓
発
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

向
井
副
議
長

　

何
よ
り
も
市
民
の
声
が
反

映
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
ま

す
。
そ
の
た
め
の
議
員
力
を

高
め
る
第
一
歩
と
し
て
、
他

市
の
先
進
事
例
も
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

○
市
民
の
皆
様
に
！

谷
本
議
長

　
市
長
が
掲
げ
る「
３
万
人
が

住
み
続
け
ら
れ
る
伊
予
市
」づ

く
り
を
応
援
し
、
持
続
可
能

な
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

啓
発
と
推
進
に
協
力
し
、
豊

か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
伊

予
市
を
目
指
し
ま
す
。

向
井
副
議
長

　
「
全
て
の
命
が
輝
く
ま
ち
、

伊
予
市
」を
目
指
す
べ
く
、
議

長
を
支
え
、
議
員
一
同
で
市

政
発
展
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

副
議
長

向む
か

井い

哲て
つ

哉や

■プロフィール
現住所：上野
趣　味：山・海・川の探索
座右の銘：臨機応変

産 業 建 設 委 員 会 民 生 文 教 委 員 会
環境政策・農林水産・農業振興・商工観光・
土木管理・都市整備・上下水道と多岐にわた
る所管分野を審議するとともに、閉会中も先
進地を積極的に視察・調査するなど産業建設
委員会所管の行政を盛り上げていきます。

新型コロナウイルス感染症と共存しながら
の生活となりました。手当や給付金等様々
な施策が講じられておりますが、本当に
困っている方が取り残されないように、委
員一同取り組んで参ります。

まさおか委員
きたはし委員 かなざわ委員

たけち委員 むかい委員おおの委員

かわぐち副委員長 かどた副委員長もりかわ委員長 たかた委員長たなか（弘）委員 さがわ委員

たかた委員長



施
設
の
規
模
と
一
般
利
用
も
可
能
に
な
る
の
か
？

３
階
建
て
の
建
築
規
模
で
一
般
利
用
で
き
る
予
定
で
あ
る
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常任委員会
審査報告

（６月16日～20日開催）

伊予漁協
製 氷 機
新 設

ＪＡえひめ中央新規就農研
修センターの南部研修園（伊
予野菜圃場：市場）

製氷機設置予定場所（伊予漁協内）
現在の加工場（左）と隣の貯氷庫（右）を解体
し、製氷施設を設置する予定としている。

伊
予
漁
協
製
氷
機
新
設

問
施
設
の
規
模
と
、
一
般

の
方
も
利
用
で
き
る
よ

う
な
自
販
機
な
ど
を
設
置
す
る

予
定
は
。

答
農
林
水
産
課

　
現
在
、
計
画
し
て
い
る
製
氷

施
設
は
、
お
お
よ
そ
10
メ
ー
ト

ル
四
方
で
３
階
建
て
の
建
築
規

模
で
計
画
し
て
お
り
、
一
般
の

方
も
利
用
で
き
る
よ
う
な
設
備

を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対

策
事
業
費
補
助
金

問
対
象
者
の
内
訳
と
、
今

年
度
か
ら
経
営
支
援
の

補
助
期
間
が
５
年
間
か
ら
３
年

間
に
変
更
と
な
っ
た
わ
け
だ

が
、
今
後
の
新
規
就
農
者
の
確

保
の
見
通
し
は
。

答
農
業
振
興
課

　
今
回
の
対
象
者
は
、
北
山
崎

地
区
が
１
名
、
南
伊
予
地
区
が

２
名
の
計
３
名
で
あ
る
。

　
今
年
度
か
ら
経
営
支
援
の
補

助
期
間
が
３
年
間
と
な
っ
た
た

め
、
機
械
施
設
等
を
導
入
す
る

場
合
、
上
限
５
０
０
万
円
の
事

業
費
の
４
分
の
３
以
内
の
国
、

県
か
ら
の
補
助
、
あ
る
い
は
経

営
支
援
を
受
け
取
ら
な
い
場
合

は
、
上
限
１
０
０
０
万
円
の
事

業
費
の
４
分
の
３
以
内
の
補
助

を
受
け
ら
れ
る
制
度
へ
変
更
と

な
っ
た
。
今
回
の
３
名
は
、
機

械
施
設
等
へ
の
支
援
を
受
け
る

予
定
と
し
て
い
る
。

　
今
後
の
見
通
し
と
し
て
、
新

規
就
農
者
に
つ
い
て
は
、
毎

年
、
一
定
数
の
確
保
は
難
し
い

が
、
今
年
度
も
新
た
に
就
農
者

を
対
象
と
し
た
勉
強
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
広
く
周
知
啓
発
に

努
め
な
が
ら
募
集
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め

中
央
新
規
就
農
研
修
セ
ン
タ
ー

の
卒
業
者
で
、
来
年
度
、
市
内

で
就
農
を
予
定
さ
れ
る
方
が
数

名
い
る
と
の
情
報
も
得
て
お

り
、
実
際
に
申
込
み
が
あ
っ
た

場
合
、
県
を
通
じ
て
国
に
要
望

を
上
げ
て
い
く
。

産
業
建
設
委
員
会

加工場

貯氷庫
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ザ
ー
の
補
助
と
し
て
、
移
住
や

関
係
人
口
の
創
出
、
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
に
特
化
し
た

講
師
へ
の
委
嘱
も
検
討
し
て
い

る
。

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
標
準
化
・
共
通
化
業

務
委
託
料

問
地
方
公
共
団
体
の
情
報

シ
ス
テ
ム
を
標
準
化
・

共
通
化
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

は
。答

企
画
政
策
課

　
今
後
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を

介
し
て
、
市
民
の
利
便
性
向
上

に
資
す
る
様
々
な
申
請
が
可
能

と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
現
時
点
で
は
、
各

自
治
体
と
国
で
使
っ
て
い
る
文

字
フ
ォ
ン
ト
が
違
う
た
め
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ
り
申
請
が

届
い
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が

で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
こ
で
、
ま
ず
全
国
各
自
治

体
が
使
用
す
る
フ
ォ
ン
ト
な
ど

を
統
一
化
す
る
こ
と
か
ら
始

め
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
完
了

修繕の対象となる床浮きして
いる部分（調理場内の床）

エミフルMASAKI（大型集客施
設）に設置されるマイナンバー
カード普及啓発のための窓口

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
事
業

問
①
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
、
②
関
係
人
口
の

創
出
、
③
移
住
定
住
推
進
、
④

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進

の
４
つ
を
柱
と
し
て
、
市
と
連

携
協
定
を
締
結
し
た
一
般
財
団

法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

講
師
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
委
嘱

を
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
４
つ
の
柱
全

て
を
兼
ね
備
え
た
方
な
の
か
、

そ
れ
と
も
一
つ
に
特
化
し
た
方

な
の
か
。

答
地
域
創
生
課

　

想
定
し
て
い
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
、
国
の
各
機
関
の
検

討
委
員
や
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー

の
講
師
な
ど
幅
広
い
実
績
を
有

し
、
伊
予
市
移
住
定
住
推
進
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
に
も

携
わ
っ
た
伊
予
市
に
造ぞ

う
け
い詣
が
深

い
方
で
も
あ
る
。　

　

さ
ら
に
、
こ
の
ア
ド
バ
イ

す
れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム

を
使
い
、
電
子
上
で
全
て
の
や

り
取
り
が
実
現
で
き
る
方
向
で

あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

普
及
促
進
事
業

問
県
が
主
体
と
な
っ
て
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
及

び
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
取
得
の
た

め
の
申
請
窓
口
を
県
内
の
大
型

集
客
施
設
に
開
設
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
具
体
的
な
大
型
集
客

施
設
と
受
付
窓
口
の
開
設
に
よ

る
効
果
は
。

答
市
民
課

　
エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
等

県
内
で
９
か
所
、
７
月
か
ら
９

月
の
３
か
月
の
間
の
土
日
、
祝

日
に
開
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
申
請
書
類
の
記
載
等
を
補
助

す
る
が
、
集
客
施
設
で
窓
口
を

開
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま

ず
は
普
及
に
向
け
た
啓
発
を
目

的
と
し
て
い
る
。

総
務
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

議案等議員別表決結果一覧表 ※谷本議長は採決に入っていません。

［賛否の分かれた案件のみ記載しています。その他案件についてはすべて全会一致で可決されました。］　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理

場
の
床
修
繕

問
修
繕
の
具
体
的
内
容

は
。

答
学
校
教
育
課

　
調
理
場
内
の
床
を
水
洗
い
清

掃
す
る
こ
と
で
排
水
金
具
と
コ

ン
ク
リ
ー
ト
部
分
の
境
目
に
水

が
浸
入
し
、
経
年
劣
化
に
よ
り

ク
ラ
ッ
ク
や
浮
き
が
生
じ
た
も

の
を
修
繕
す
る
。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

議決日
氏名

議決結果

田
中
慎
之
介

金
澤

功

正
岡

満

森
川
建
司

吉
久
俊
介

川
口
和
代

向
井
哲
哉

平
岡
清
樹

大
野
鎮
司

高
田
浩
司

門
田
裕
一

北
橋
豊
作

日
野
猛
仁

谷
本
勝
俊

佐
川
秋
夫

武
智
　
実

田
中
　
弘番 号 件　　名

議案
第41号

令和４年度伊予市一般会計補正予算（第４号）につ
いて 原案可決 ○ ○ ○ 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ６月
24日

令和４年第３回（６月）伊予市議会定例会
〔会期：６月６日〜６月24日　19日間〕  
○：賛成　×：反対　棄：棄権



日野　猛仁　議員　（Ｐ12）
1　「ゼロカーボンシティ」について
2　観光振興について
3　市職員の働き方改革について

田中　慎之介　議員　（Ｐ13）
1　北山崎幼稚園となかむら保育所を認定こども園にするにあたっての提案
2　市営住宅の設備について
3　新型コロナウイルスワクチン小児接種について

門田　裕一　議員　（Ｐ14）
1　交差点付近、生活道路及び通学路における事故防止策について
2　がん対策への取組について
3　70歳就業法について

森川　建司　議員　（Ｐ15）
1　ワクチン接種について
2　児童生徒のマスクの着用について
3　空家対策について

金澤　功　議員　（Ｐ16）
1　災害対策について
2　緊急事態を想定した行政対応について
3　緊急事態を想定した学校教育について
4　市内スポーツ少年団の活動支援について

川口　和代　議員　（Ｐ17）
1　伊予市のＳＤＧｓについて
2　IYO夢みらい館について
3　多方面から伊予市をアピール

※通告順（発言順）に掲載しています。

一般質問

小さなお子様連れでも議会の傍
聴ができる「親子傍聴席」もあり
ますのでお気軽にお越しくださ
い。（室内は防音ですが議場のマ
イクはスピーカーを通して聞こ
えます）

親子傍聴席

いよ議会だより　令和４年 夏号 6



10人が市政を問う
　６月定例会では、10人の議員が35問の一般質問を行い、活発な議論を展開しました。全質問項
目は下表をご覧ください。８ページから質問した議員ごとに２問の質問を要約してお伝えします。
なお、全文記録（議事録）は９月上旬に市ホームページ（http://www.city.iyo.lg.jp）の会議録検索
システムにて掲載しますのでご覧ください。
※本人写真については、アクリル板越しの撮影であるため、機器の写りこみ等がありますがご了承ください。

大野　鎮司　議員　（Ｐ８）
1　誰一人置き去りにしない優しいごみ収集支援について
2　投票率向上に向けて
3　防災・減災力アップについて
4　遊び心でまちを元気に
5　今までにない施策で観光・食・体験のＰＲを
6　物価高騰等に対する地方創生臨時交付金について

北橋　豊作　議員　（Ｐ９）
1　農業基盤再生強化振興策について
2　伊予市中心駅前（自由歩道橋）整備について
3　北山崎海岸等の高潮対策について

田中　弘　議員　（Ｐ10）
1　防災マップの活用について
2　伊予市観光協会の法人化について
3　中山中学校の部活動について

正岡　満　議員　（Ｐ11）
1　橋梁長寿命化修繕計画について
2　人・農地プランへの取組について
3　稲荷下三谷線及び下三谷楠木線における大型特殊車両の通行制限について
4　道路反射鏡台帳作成について

※通告順（発言順）に掲載しています。

一般質問

伊予市議会

たにもと議長

『色付きの質問』
は、次ページ以降に
掲載しています！

９月定例会の日程
は８月初旬頃にホーム
ページで掲載予定です。
広報いよし９月号でも

お知らせします。
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問
令
和
元
年
９
月
議
会

で
質
問
し
た「
ジ
ュ

ニ
ア
防
災
士
の
推
進
」
に
つ

い
て
再
度
問
う
。
各
地
域
に

は
自
主
防
災
会
が
あ
る
が
、

役
員
の
高
齢
化
、
若
い
参
加

者
の
減
少
な
ど
、
同
じ
悩
み

を
抱
え
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
そ
の
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
検
定

が
有
効
だ
と
考
え
る
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
検
定
に
は
、

筆
記
試
験
の
ほ
か
家
族
防
災

会
議
レ
ポ
ー
ト
な
ど
も
あ
る

た
め
、
子
ど
も
を
通
じ
て
保

護
者
の
防
災
意
識
向
上
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

高
齢
化
が
目
立
つ
自
主
防
災

会
組
織
に
お
い
て
、
中
・
高

校
生
の
活
躍
が
期
待
で
き
、

地
域
の
防
災
意
識
の
底
上
げ

も
期
待
で
き
る
。
他
自
治
体

で
は
、
対
象
学
年
全
員
を
受

検
さ
せ
た
り
、
企
業
な
ど
も

地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
推

進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ

本
市
で
も
推
進
す
べ
き
で
は
。

答
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
検
定

に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
の
防
災
・
減
災
に
関

す
る
知
識
の
向
上
は
も
ち
ろ

ん
、
家
族
防
災
会
議
レ
ポ
ー

ト
の
取
組
は
、
保
護
者
も
含

め
て
自
助
・
共
助
の
推
進
に

有
益
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
若
い
世
代
の
育
成

に
向
け
た
防
災
教
育
の
観
点

か
ら
、
こ
の
ジ
ュ
ニ
ア
防
災

検
定
の
推
進
に
向
け
、
教
育

委
員
会
と
学
校
の
意
見
を
聴

取
す
る
と
と
も
に
、
受
検
希

望
者
や
事
業
効
果
の
把
握
な

ど
、
事
業
化
に
向
け
精
査
す

べ
き
事
項
を
整
理
す
る
。

問
前
回
の
質
問
に
お
い

て
、「
防
災
教
育
の

機
会
と
し
て
教
育
委
員
会
と

の
連
携
が
必
要
で
あ
る
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
の
進
捗
状
況
は
。

　　

教
育
委
員
会
や
学
校
の
要

望
に
応
じ
て
、
市
役
所
等
で

防
災
・
減
災
に
関
す
る
出
前

授
業
を
随
時
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
今
年
度
は
伊
予
農
高
と

佐
礼
谷
小
を
モ
デ
ル
校
に
、

学
校
防
災
教
育
実
践
モ
デ
ル

地
域
研
究
事
業
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
児
童
・
生
徒
に
よ

る
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
や
防

災
学
習
会
な
ど
に
取
り
組
む

予
定
で
あ
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
の
長
期

化
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
に
よ
っ
て
物
価
高
騰
の
影

響
が
様
々
な
分
野
で
起
こ
っ

て
い
る
。
４
月
に
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て
臨

時
交
付
金
が
創
設
さ
れ
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
財
源
に

充
て
ら
れ
る
。
今
後
、
様
々

な
原
材
料
費
が
高
騰
し
、
そ

の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
が
、

小
中
学
校
・
保
育
施
設
へ
の

給
食
費
等
の
対
策
は
。

　

臨
時
交
付
金
に
お
け
る
給

食
費
等
へ
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
関
係
課
に
お
い
て
、
現

在
協
議
中
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
内
容
と
し
て
、

市
内
の
小
中
学
校
に
お
い
て

は
、
給
食
材
料
費
の
物
価
高

騰
分
を
全
国
消
費
者
物
価
指

数
に
基
づ
き
５
％
と
見
込
み
、

補
助
金
交
付
要
綱
を
制
定
す

る
。
そ
し
て
、
物
価
高
騰
の

影
響
に
よ
り
、
現
行
制
度
で

賄
え
な
く
な
っ
た
額
を
予
算

の
範
囲
内
で
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
へ
交
付
す

る
手
法
を
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
内
の
私
立
保
育

園
等
に
つ
い
て
も
同
様
に
交

付
す
る
手
法
で
あ
る
。
食
材

料
費
が
高
騰
す
る
中
で
極
力

保
護
者
負
担
を
増
や
す
こ
と

な
く
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
量

を
保
っ
た
給
食
を
提
供
す
る

た
め
の
有
効
な
手
段
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

大
野
　
鎮
司
　
議
員

防災・減災力アップ

ジュニア防災検定の推進を！
（答弁）事業化に向け精査する

物
価
高
騰
等
に
対
す
る

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

答
補
助
金
と
し
て
交
付
す
る

手
法
を
検
討
し
て
い
る
。

答
今
年
度
は
２
校
を
モ
デ
ル
校

に
研
究
事
業
を
進
め
る
。

ジュニア防災検定は、
夏休みなどの長期休業
の課題に丁度適してい
るとも思います。また、
昨年度は高校生の防災
士も誕生したとのこと
で、今後さらに若い世
代の防災士が増え、将
来地域で活躍すること
を期待します！

おおの議員の「もう一言！」

録画映像
はコチラ



問
現
在
、
北
山
崎
海
岸

等（
１・
５
㎞
）
で
は

高
潮
・
波
浪
等
に
よ
る
背
後

地
へ
の
越
波
を
防
ぐ
た
め
の

護
岸
工
事
が
計
画
的
に
進
め

ら
れ
て
い
る
。
工
事
は
県
が

発
注
し
、
森
浜
集
会
所
か
ら

本
郡
浜
集
会
所
ま
で
の
約

７
８
０
ｍ
を
先
行
し
て
実
施

し
て
い
る
。

　
今
後
、
残
り
の
工
事
に
も

多
額
の
費
用
と
歳
月
が
か
か

る
が
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
た
め
、
早
急

な
事
業
完
了
が
望
ま
れ
る
。

　
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
と

本
年
度
の
計
画
は
。

答
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
と
本
年
度
の
計
画

に
つ
い
て
は
、
北
山
崎
海
岸

の
施
工
予
定
区
間
７
８
０
ｍ

の
う
ち
、
令
和
３
年
度
末
ま

で
に
森
地
区
３
３
０
ｍ
を
施

工
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
引
き
続
き
同

地
区
１
３
０
ｍ
に
併
せ
、
本

郡
地
区
の
一
部
を
施
工
す
る

計
画
と
の
こ
と
で
あ
る
。　

問
伊
予
港
海
岸
の
工
事

を
並
行
し
て
実
施
す

る
可
能
性
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

伊
予
港
海
岸
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
、
来
年
度
の
２

か
年
で
設
計
を
行
い
、
令
和

６
年
度
か
ら
工
事
着
手
す
る

計
画
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
北
山
崎
海
岸
に
つ

い
て
は
、
令
和
７
年
度
末
の

完
了
を
見
込
ん
で
い
る
と
の

こ
と
か
ら
並
行
し
て
実
施
す

る
可
能
性
は
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
も
、
当
該
事

業
が
切
れ
目
な
く
実
施
さ

れ
、
地
域
住
民
の
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
が
一
日
も
早
く

実
現
で
き
る
よ
う
、
県
及
び

地
元
と
連
携
し
、
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
。　

問
県
産
裸
麦
生
産
量
は

全
国
１
位
で
あ
る

が
、
こ
れ
以
上
の
生
産
拡
大

は
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
関
係
で

厳
し
く
、
小
麦
転
換
も
今
以

上
の
生
産
拡
大
は
難
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。

　
次
年
度
生
産
拡
大
に
向
け

て
の
各
関
係
機
関
と
の
今
後

の
対
応
は
。

　

県
で
一
帯
形
成
さ
れ
て
い

る
麦
類
に
は
、
本
市
独
自
で

の
実
需
者
調
整
が
図
れ
な
い

と
い
う
懸
念
が
あ
り
、
今
後

の
さ
ら
な
る
生
産
拡
大
に

は
、
慎
重
な
検
討
と
調
整
が

必
要
で
あ
る
。
土
地
利
用
型

農
業
の
存
続
に
お
い
て
、
水

田
を
有
効
活
用
し
、
生
産
維

持
を
図
る
こ
と
は
必
須
で
あ

る
た
め
、
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
を
中
核
と
し
た
関
係
団

体
と
の
連
携
に
よ
る
経
営
所

得
安
定
対
策
の
推
進
と
必
要

に
応
じ
た
米
・
麦
需
給
調
整

に
関
す
る
県
へ
の
要
望
等
を

積
極
的
に
実
施
し
た
い
。

問
新
規
就
農
者
支
援
対

策
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
え

ひ
め
中
央
研
修
セ
ン
タ
ー
以

外
の
認
定
研
修
場
所
を
準
備

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　

今
後
、
県
か
ら
認
定
を
受

け
ら
れ
る
制
度
を
活
用
し
、

農
業
者
に
よ
る
研
修
先
１
か

所
が
新
た
に
開
設
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
対

象
と
な
り
得
る
農
業
者
へ
の

周
知
に
加
え
、
認
定
希
望
者

に
は
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
認
定
か
ら
運
用

に
至
る
総
合
的
な
支
援
を
継

続
実
施
し
た
い
。

北
橋
　
豊
作
　
議
員

       　  北山崎海岸等の高潮対策事業

現在の進捗状況は？
（答弁）昨年度末まで森地区330ｍを
　　　施工した

護岸工事が進められている北山崎海岸（森
地区）／令和４年４月現在
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農
業
基
盤
再
生
強
化
振
興
策

答
研
修
先
１
か
所
が
新
た
に

開
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

答
県
へ
の
要
望
等
を
積
極
的

に
実
施
す
る
。

答
伊
予
港
海
岸
は
令
和
６
年
度
か
ら

工
事
着
手
す
る
計
画
で
あ
る
。

録画映像
はコチラ

新たな護岸

埋土部分（今後はコンク
リートで被覆する予定）

これまでの護岸



問
今
年
４
月
に
新
し
く

作
成
さ
れ
た「
伊
予

市
総
合
防
災
マ
ッ
プ
、
は
じ

め
よ
う
マ
イ
防
災
」
が
全
戸

配
布
さ
れ
た
。

　
防
災
マ
ッ
プ
の
内
容
を
い

か
に
市
民
の
皆
様
が
理
解

し
、
知
識
と
し
て
災
害
に
活

用
で
き
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
活
用
方
法
、
周
知
・

啓
発
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
る
か
。

答
こ
の
防
災
マ
ッ
プ
は
、

前
半
が
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
、
後
半
が
防
災
や
災

害
時
の
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
に
後
半
の
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
編
に
お
い
て
は
、
最
近

注
目
さ
れ
て
い
る「
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
」の
作
成
に
つ
い

て
も
、
そ
の
重
要
性
や
作
成

方
法
を
紹
介
し
て
い
る
た
め
、

こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
も
活
用

し
、
早
め
の
避
難
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
自
主
防
災
会
等
と

も
連
携
し
、
防
災
マ
ッ
プ
を

活
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
な
ど
、
最
新
の
知
見

を
踏
ま
え
た
防
災
・
減
災
へ

の
取
組
を
推
進
す
る
。

　

さ
ら
に
本
年
度
は
、
学
校

防
災
教
育
実
践
モ
デ
ル
地
域

研
究
事
業
の
対
象
校
と
し
て
、

本
市
で
は
伊
予
農
業
高
等
学

校
及
び
佐
礼
谷
小
学
校
の
２

校
が
県
教
育
委
員
会
の
指
定

を
受
け
て
い
る
。

　

防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た

授
業
等
も
想
定
し
て
い
る
が
、

詳
細
は
今
後
、
学
校
等
と
協

議
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

問
風
水
害
に
よ
る
洪
水・

土
石
流
等
の
二
重
被

害
に
よ
り
、
避
難
場
所
へ
行

け
な
い
場
合
の
想
定
は
。

　

命
を
守
る
た
め
の
最
善
の

行
動
は
速
や
か
な
避
難
で
あ

る
が
、
既
に
災
害
が
発
生
、

あ
る
い
は
切
迫
し
て
い
る
状

況
で
は
、
命
を
守
る
行
動
を

と
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

速
や
か
に
危
険
な
場
所
か
ら

避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
こ
う
し
た
内
容
に
つ
い

て
も
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

防
災
マ
ッ
プ
に
記
事
を
掲
載

し
、
周
知
・
啓
発
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
社

会
を
見
越
し
た
観
光

振
興
、
市
産
品
の
消
費
拡
大・

販
路
開
拓
を
推
し
進
め
る
た

め
の
新
し
い
仕
組
み
を
構
築

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
既
存

の
伊
予
市
観
光
協
会
を
法
人

化
す
る
予
定
だ
が
、
事
業
内

容
、
設
立
時
期
、
人
員
構
成

は
。

　

法
人
化
を
目
指
す
任
意
団

体
が
、
ど
の
よ
う
な
体
制
を

取
る
か
検
討
す
る
も
の
で
あ

り
、
事
業
内
容
や
人
員
構
成

は
、
団
体
の
方
針
に
基
づ
く

内
容
で
あ
る
た
め
、
市
が
申

し
上
げ
る
立
場
で
は
な
い
。　

　

設
立
時
期
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
観
光
協
会
の
総

会
等
で
令
和
５
年
１
月
を
目

指
し
て
進
め
て
い
る
。

問
法
人
化
後
に
お
け
る

イ
ベ
ン
ト
の
位
置
付

け
と
、
旧
町
の
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
に
つ
い
て
、
観
光
協
会

に
任
せ
る
の
か
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
取
捨
選
択
は
、

観
光
協
会
の
総
意
に
委
ね
ざ

る
を
得
な
い
が
、
本
市
の
行

政
目
的
を
達
成
す
る
う
え
に

お
い
て
、
自
主
的
に
公
益
的

な
事
業
を
行
う
こ
と
に
支
援

す
る
の
は
、
や
ぶ
さ
か
で
は

な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

伊
予
市
観
光
協
会
の
法
人
化

田
中
　
　
弘
　
議
員

　　伊予市総合防災マップ

活用・周知方法は？
（答弁）マップを活用した
　　　ワークショップ等も開催する

コロナ禍で開催が見送られている
「なかやま栗まつり」は、県内外か
ら毎年１万人以上の来場があり、開
催を待ち望んでいる人は多い。

録画映像
はコチラ
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答
イ
ベ
ン
ト
の
取
捨
選
択
は
観

光
協
会
の
総
意
に
委
ね
る
。

答
防
災
マ
ッ
プ
に
よ
る
周

知
・
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

答
設
立
時
期
は
令
和
５
年
１

月
を
目
指
し
て
い
る
。



人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
取
組

問
本
市
で
は
、
国
の
法

改
正
を
受
け
、
平
成

26
年
度
か
ら
橋
梁
長
寿
命
化

修
繕
計
画
を
立
て
て
い
る
。

５
か
年
を
一
巡
と
し
、
市
道

の
橋
梁
２
９
５
橋
の
点
検
を

実
施
し
、
そ
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
て
昨
年
度
ま
で
に
17

橋
の
市
道
の
橋
梁
修
繕
が
実

施
さ
れ
た
。

　
早
期
の
修
繕
を
要
す
る
橋

梁
は
昨
年
度
末
で
63
か
所
あ

る
。
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
10
億
円
の

費
用
を
か
け
、
10
年
計
画
で

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
既

に
今
年
度
で
７
年
目
を
迎
え

る
。
今
後
の
修
繕
計
画
の
見

通
し
は
。

答
平
成
28
年
度
か
ら
令

和
３
年
度
末
の
６
年

間
で
、
約
６
億
円
の
費
用
を

要
し
て
お
り
、
当
初
の
計
画

と
比
べ
修
繕
費
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
今
後
の
事
業
の
進

め
方
と
し
て
は
、
必
要
な
事

業
費
を
確
保
す
る
た
め
、
国
、

県
へ
積
極
的
な
要
望
を
考
え

て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
は
、
令

和
７
年
度
ま
で
の
10
年
間
で

完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、

令
和
８
年
度
か
ら
の
第
２

期
10
年
計
画
を
策
定
す
る
な

ど
、
引
き
続
き
、
健
全
な
橋

梁
管
理
に
努
め
る
。

問
今
年
度
の
修
繕
計
画

と
優
先
順
位
は
。

　

今
年
度
は
、
橋
梁
点
検
が

73
橋
、
詳
細
設
計
が
５
橋
、

補
修
工
事
が
３
橋
を
予
定
し

て
い
る
。
今
後
も
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
橋
梁
点
検
結
果
に
基

づ
き
、
変
状
の
状
況
や
判
定

区
分
、
路
線
の
重
要
性
等
を

踏
ま
え
て
優
先
順
位
を
決
定

す
る
。

問
平
成
24
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
は
、
地
域
の
農
業
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、

人
と
農
地
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
の
政
策
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
本
市
に
お

け
る
現
在
の
取
組
状
況
は
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
作
成

し
た
地
域
で
は
、
農
業
融
資

制
度
等
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を

活
用
し
、
集
落
課
題
で
あ
る

後
継
者
不
足
や
耕
作
放
棄
地

解
消
、
農
地
の
集
約
化
等
に

取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
を

挙
げ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
の
取
組
開
始

後
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

の
各
機
関
が
各
地
域
に
出

向
き
、
説
明
・
協
議
を
重

ね
、
平
成
30
年
度
末
に
は
全

１
４
８
農
村
集
落
の
う
ち
、

南
山
崎
８
集
落
、
北
山
崎
19

集
落
、
郡
中
７
集
落
、
南
伊

予
22
集
落
、
中
山
45
集
落
、

双
海
15
集
落
の
計
１
１
６
集

落
が
プ
ラ
ン
の
該
当
集
落
と

な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
合
意
等
の

定
義
が
強
化
さ
れ
た
平
成
31

年
度
か
ら
は
、「
実
質
化
」が

必
須
と
さ
れ
、
現
プ
ラ
ン
の

見
直
し
に
迫
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
再
度
の
働
き
か
け
を

行
い
、
本
年
３
月
末
時
点
で

達
成
36
集
落
、
着
手
中
18
集

落
と
な
っ
て
い
る
。

正
岡
　
　
満
　
議
員

　市道の橋梁長寿命化修繕計画

今後の計画見通しは？
（答弁）第２期計画も策定予定である 録画映像

はコチラ

補修工事前

いよ議会だより　令和４年 夏号11

答
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
重
要
性

等
を
踏
ま
え
て
決
定
す
る
。

答
見
直
し
後
、達
成
36
集
落
、

着
手
中
18
集
落
で
あ
る
。

補修工事完了後

天神橋（森地区）補修工事（令和４年５月完成）



問
自
転
車
を
活
用
し
た

観
光
振
興
で
は
、
観

光
客
が
リ
ピ
ー
ト
し
て
く
れ

る
仕
組
み
づ
く
り
が
こ
の
事

業
の
肝
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
現
在
、
市
内
に
配
備
す
る

「
Ｅ
ー
バ
イ
ク
」の
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
拠
点
運
営
に
対
し
、

既
設
の
拠
点
や
公
共
施
設
と

の
連
携
、
自
転
車
の
乗
り
捨

て
な
ど
も
含
め
た
今
後
の
事

業
展
開
は
。

答
Ｅ
―
バ
イ
ク
の
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
は
、
昨
年
６
月
に
市
の
指

定
管
理
施
設
や
道
の
駅
の
５

か
所
に
計
18
台
設
置
し
、
昨

年
度
全
体
で
83
回
の
利
用
が

あ
っ
た
。
現
在
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
が
独
自
の
管
理
、

貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り
、

自
転
車
の
乗
り
捨
て
は
、
現

時
点
で
は
難
し
い
状
況
で
あ

る
が
、
導
入
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

問
全
国
的
に
も
有
名
な

下
灘
駅
は
、
休
日
は

多
く
の
観
光
客
が
押
し
寄

せ
、
駅
へ
の
進
入
路
は
幅
員

が
狭
い
た
め
、
交
通
渋
滞
等

も
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
地
域
住
民
に
ご
不
便
を

か
け
て
い
る
が
、
警
備
員
を

配
置
す
る
な
ど
安
全
対
策
も

必
要
で
は
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
を
利
用
す
れ

ば
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
対
策

と
併
せ
環
境
政
策
の
一
環
に

も
な
る
が
、
今
後
Ｊ
Ｒ
と
連

携
し
、
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド

（
※
）を
推
進
す
る
考
え
は
。

　

下
灘
駅
周
辺
の
混
雑
に
関

し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
と
こ
れ
ま
で

も
協
議
を
行
っ
て
い
る
が
、

抜
本
的
な
解
決
策
が
見
い

だ
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。
近

隣
に
駐
車
場
を
設
け
て
い
る

が
、
進
入
路
の
形
状
に
問
題

が
あ
る
ほ
か
、
現
在
の
来
客

者
の
車
を
全
て
駐
車
で
き
る

容
量
も
な
い
た
め
、
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
。
パ
ー
ク
＆

ラ
イ
ド
に
つ
い
て
、
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
シ
ー
サ
イ

ド
公
園
に
停
め
、
最
寄
り
駅

の
Ｊ
Ｒ
伊
予
上
灘
駅
か
ら
下

灘
駅
ま
で
の「
プ
チ
列
車
旅
」

の
提
案
を
し
て
い
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
応
等
に
お
け
る

長
時
間
勤
務
の
急
増
が
深
刻

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
職
場

環
境
の
整
備
、
心
身
の
健
全

化
に
対
す
る
取
組
は
。

　

週
２
回
の
ノ
ー
残
業
デ
ー

に
加
え
、
月
に
１
回
、
一
斉

消
灯
日
を
設
け
、
全
職
員
の

退
庁
を
促
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
取
組
に
よ
り
、
令
和
３

年
度
で
は
、
平
成
30
年
度
比

で
12
・
１
％
を
削
減
す
る
と

と
も
に
、
職
員
の
心
身
の
健

全
化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

ま
た
、
男
女
問
わ
ず
育
児

休
業
等
の
取
得
を
促
進
す
る

た
め
、
全
職
員
に
対
し
、
育

児
参
加
に
関
す
る
制
度
を
周

知
し
、
男
性
職
員
も
育
児
に

参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
配
慮
す
る
よ
う
管
理
職
員

に
対
し
て
も
機
会
を
捉
え
呼

び
掛
け
て
い
る
。
そ
の
他
、

有
給
休
暇
の
取
得
の
少
な
い

職
員
に
対
し
、
所
属
長
を
通

じ
て
取
得
の
調
整
を
行
う
取

組
や
、
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止

と
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の

整
備
に
努
め
て
い
る
。

市
職
員
の
働
き
方
改
革

日
野
　
猛
仁
　
議
員
　

「Ｅ－バイク」のレンタサイクル拠点

乗り捨て方式も導入しては？
（答弁）可能性について検討を進めたい 録画映像

はコチラ

Ｅ―バイク

いよ議会だより　令和４年 夏号 12

答
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
に
つ

い
て
は
提
案
し
て
い
る
。

答
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の

整
備
に
努
め
て
い
る
。

観光スポットが集
中している地域に
おける交通渋滞の
緩 和 を 目 的 と し
て、最寄り駅の駐
車 場 な ど に 駐 車
し、公共交通機関
に乗り換えて目的
地に向かうシステ
ムです。

（※）パーク＆ライドとは？



問
北
山
崎
地
区
に
新
し

く
認
定
こ
ど
も
園
が

で
き
る
こ
と
で
、
将
来
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
多
く
の
子

育
て
世
帯
の
方
々
か
ら「
選
ば

れ
る
」こ
ど
も
園
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
一
つ
の
提

案
と
し
て「
市
内
で
一
番
運
動

場
が
広
い
園
」に
す
べ
き
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
に
様
々
な

問
題
が
あ
る
の
は
承
知
だ
が
、

広
い
運
動
場
を
有
し
て
い
る

と
い
う
の
は
、
教
育
に
熱
心

な
保
護
者
か
ら
注
目
さ
れ
る

大
切
な
要
素
で
あ
る
。

　
新
生
こ
ど
も
園
は「
運
動

場
が
広
い
園
」
と
の
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
て
、
飛
び
地
に
な

る
が
、
現
在
の
北
山
崎
幼
稚

園
の
敷
地
を
全
て
運
動
場
に

し
て
は
。

答
現
在
、
令
和
６
年
度

の
達
成
に
向
け
た
具

体
的
な
方
針
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。
幼
稚
園
施
設
の

利
用
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

魅
力
あ
る
認
定
こ
ど
も
園
と

す
る
た
め
の
有
効
な
一
施
策

に
な
り
得
る
と
と
も
に
、
同

基
本
方
針
に
も
合
致
す
る
た

め
、
今
後
の
園
児
数
の
推
移

や
技
術
的
な
問
題
、
公
立
施

設
の
役
割
を
踏
ま
え
た
適
正

な
投
資
で
あ
る
か
を
精
査
し
、

一
体
利
用
に
向
け
て
検
討
を

加
え
る
。

問
10
年
先
、
20
年
先
を

見
据
え
て
、
中
村
地

区
公
民
館
と
認
定
こ
ど
も
園

が
複
合
施
設
と
し
て
運
営
し

て
い
け
る
よ
う
に
ハ
ー
ド
面

の
整
備
を
進
め
て
は
。

　

公
民
館
と
の
一
体
化
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
認
定
こ
ど

も
園
が
開
園
し
、
そ
の
効
果

を
十
分
に
検
証
し
た
の
ち
、

他
の
公
立
施
設
と
比
較
し
て

改
善
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た

場
合
、
公
民
館
の
長
寿
命
化

等
協
議
に
併
せ
、
よ
り
多
方

面
か
ら
検
討
を
加
え
る
べ
き

案
件
と
考
え
て
い
る
。

問
市
営
住
宅
の
修
繕
に

に
つ
い
て
、
本
市
の

場
合
、
玄
関
の
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
に
つ
い
て
は
市
負
担
だ

が
、
チ
ャ
イ
ム
は
入
居
者
負

担
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
市

負
担
に
切
り
替
え
る
べ
き
で

は
。　

　

本
市
で
は
、
電
池
式
の

チ
ャ
イ
ム
は
入
居
者
の
方
に

修
繕
を
求
め
て
い
る
が
、
電

気
式
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
に
つ

い
て
は
、
市
が
修
繕
を
し
て

い
る
現
状
で
あ
る
た
め
、
修

繕
負
担
区
分
の
内
容
に
つ
い

て
再
検
証
し
、
チ
ャ
イ
ム
を

市
負
担
に
切
り
替
え
る
か
検

討
す
る
。

問
市
営
住
宅
の
浴
槽
の

常
設
に
向
け
て
、
新

規
入
居
者
は
、
市
負
担
で
浴

槽
を
設
置
し
て
は
。

　

市
が
設
置
す
る
と
な
る

と
、
部
屋
の
設
備
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
、
全
室
に
設
置

す
る
必
要
が
あ
る
。
全
室
設

置
と
な
る
と
、
家
賃
の
上
昇

や
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
方

へ
の
対
応
等
が
困
難
と
な
る

こ
と
か
ら
現
時
点
で
は
市
に

よ
る
設
置
は
予
定
し
て
い
な

い
。

市
営
住
宅
の
設
備

田
中
　
慎
之
介
議
員
　

認定こども園の設立（北山崎地区）

「広い運動場」のある園に！
（答弁）一体利用に向けて検討を加える 録画映像

はコチラ

現なかむら保育所に
北山崎幼稚園を統合
し、新たに認定こど
も園とする。

残された北山崎幼稚園の敷地
を全て運動場にしては？

答
市
に
よ
る
設
置
は
予
定

し
て
い
な
い
。
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答
多
方
面
か
ら
検
討
を
加
え
る

べ
き
案
件
と
考
え
て
い
る
。

答
チ
ャ
イ
ム
を
市
負
担
に

す
る
か
検
討
す
る
。

チャイムとインター
ホンは同じ目的で設
置 さ れ て い る の に
チャイムだけ入居者
負担なのはどうか？
と再質問した結果、今
後は市負担とする方
向で進めるとの答弁
をいただきました！

たなか議員の「もう一言！」



問
全
国
の
通
学
路
に

は
、
交
通
事
故
対
策

が
必
要
な
危
険
箇
所
が

７
万
６
４
０
４
か
所
あ
る
。

こ
の
緊
急
点
検
は
、
昨
年
６

月
、
千
葉
県
八
街
市
に
お
い

て
、
下
校
中
の
児
童
の
列
に

ト
ラ
ッ
ク
が
衝
突
し
、
５
名

が
死
傷
す
る
痛
ま
し
い
事
故

が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
て

行
わ
れ
た
。
事
故
と
隣
り
合

わ
せ
の
通
学
路
が
あ
ま
り
に

も
多
く
、
国
は
、
２
０
２
３

年
度
ま
で
に
歩
道
の
整
備
や

信
号
機
の
設
置
な
ど
の
対
策

を
完
了
さ
せ
る
方
針
で
あ

る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
歩
道

の
な
い
通
学
路
に
対
し
て
、

子
ど
も
た
ち
を
事
故
か
ら
守

る
対
策
を
ハ
ー
ド
面
含
め
、

さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答
ハ
ー
ド
対
策
の
取
組

と
し
て
は
、
毎
年
実

施
し
て
い
る「
通
学
路
に
お
け

る
合
同
点
検
」
の
結
果
を
踏

ま
え
、
対
策
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
危
険
箇
所
へ
、カ
ラ
ー

舗
装
、
外
側
線
や
ラ
バ
ー

ポ
ー
ル
の
設
置
を
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
で
は
危
険
箇
所

７
か
所
で
実
施
し
た
。

　

現
状
の
対
策
に
加
え
、
今

後
、
生
活
道
路
も
含
め
た
車

両
と
歩
行
者
の
事
故
が
多
発

し
て
い
る
危
険
な
箇
所
を
抽

出
し
、
関
係
課
及
び
関
係
機

関
と
安
全
対
策
に
向
け
た
協

議
も
進
め
た
い
。

問
通
学
路
に
お
け
る
合

同
点
検
は
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
。

　
　

　

毎
年
４
月
か
ら
６
月
に
か

け
て
、
各
学
校
を
通
し
て
教

職
員
や
保
護
者
・
見
守
り
隊
・

地
域
の
方
か
ら
得
ら
れ
た
危

険
箇
所
を
確
認
し
、
資
料
作

成
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
を

基
に
夏
季
休
業
中
に
道
路
管

理
者
・
警
察
・
交
通
安
全
協

会
・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
・
保
護
者
・
学
校
関
係

者
等
が
参
加
し
て
通
学
路
点

検
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
線
で
意
見
を
交
わ
し
て
、

今
後
の
改
善
策
を
講
じ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

問
本
市
の
乳
が
ん
検
診

で
は
エ
コ
ー
検
査
の

対
象
が
30
歳
か
ら
39
歳
で
40

歳
以
上
が
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
査
を
推
奨
し
て
い
る
。

　

高
濃
度
乳
房
の
方
も
エ

コ
ー
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
年
齢
制
限
を
拡
充
し
て

は
。

　

本
市
の
乳
が
ん
検
診
は
、

国
の
方
針
に
従
い
40
歳
以
上

の
女
性
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
査
を
推
奨
し
て
い
る
。
高

濃
度
乳
房
自
体
は
病
気
で
は

な
い
も
の
の
、
発
見
し
難
い

病
変
を
見
つ
け
る
有
効
な
手

法
の
一
つ
が
乳
房
超
音
波
検

査
で
あ
る
が
、
国
で
は
、
高

濃
度
乳
房
の
方
の
検
診
等
に

関
し
、
推
奨
検
査
方
法
を
定

め
る
こ
と
は
時
期
尚
早
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
本
市
に
お
い

て
も
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

と
乳
房
超
音
波
検
査
等
の
併

用
を
実
施
・
推
奨
す
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
も
、

国
や
県
の
動
向
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、
情
報
収
集
と
検

討
を
重
ね
、
適
切
な
支
援
に

つ
な
げ
た
い
。

答
毎
年
危
険
箇
所
を
確
認
し

て
資
料
作
成
し
て
い
る
。

門
田
　
裕
一
　
議
員

通学路における事故防止策

歩道のない通学路の整備を！
（答弁）危険箇所７か所の
　　　ハード対策を実施した

答
国
の
方
針
に
よ
り
推
奨

は
時
期
尚
早
で
あ
る
。

が
ん
対
策
の
取
組

録画映像
はコチラ
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危険箇所の一つである伊予小学校
校門前の通学路（カラー舗装後）

北海道苫小牧市では、タダとく
健診（特定健診とがん検診を無
料で受けられるお得な健診）や
プレ特定健診（特定健診が40歳
未満の方でも無料で体験できる
健診）など、市民の方々が心惹
かれる取組を行っています。ぜ
ひ、本市でもがんの早期発見、
病気の早期予防のため実現して
ほしい！

かどた議員の「もう一言！」



問
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の

死
亡
者
が
５
月
13
日

ま
で
に
１
７
１
０
名
と
極
め

て
異
常
で
あ
る
。
国
へ
の
報

告
は
担
当
医
に
任
さ
れ
て
お

り
、
報
告
さ
れ
な
い
場
合
が

多
い
こ
と
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
る
死
亡
者
実
数
は
報

告
の
10
倍
に
上
る
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
国
は
接
種
と

死
亡
の
因
果
関
係
を
認
め
ず

救
済
し
て
い
な
い
。

　
本
市
に
も
接
種
当
日
に
死

亡
者
が
出
て
お
り
、
加
え
て

国
が
ワ
ク
チ
ン
デ
ー
タ
の
誤

り（
接
種
暦
の
未
記
入
者
を

未
接
種
者
に
計
上
）
を
認
め

た
こ
と
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

効
果
が
疑
問
視
さ
れ
る
事
態

と
な
っ
て
い
る
。

　
５
月
24
日
発
表
の
人
口
動

態
統
計
３
月
の
速
報
値（
死

亡
者
が
昨
年
よ
り
２
万
人
増

加
）
か
ら
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
る
も
の
で
は
と
推
測

さ
れ
る
。

　
副
反
応
に
よ
る
事
例
を
直

視
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
一

度
中
断
す
る
よ
う
国
に
見
直

し
の
提
言
を
す
べ
き
で
は
。

答
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
死

亡
の
因
果
関
係
に
つ

い
て
は
、
専
門
機
関
の
評
価

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
評
価

結
果
の
公
表
も
国
の
責
務
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
へ
の

周
知
は
、
引
き
続
き
厚
労
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
案
内
を

も
っ
て
対
応
す
る
。
本
市
に

お
け
る
厚
労
省
へ
の
副
反
応

疑
い
報
告
及
び
予
防
接
種
健

康
被
害
救
済
制
度
の
対
象
と

な
っ
た
接
種
後
の
死
亡
者
・

重
症
者
事
案
は
現
時
点
で
は

な
い
。
ワ
ク
チ
ン
デ
ー
タ
修

正
問
題
に
つ
い
て
、
国
か
ら

の
通
知
や
説
明
は
現
時
点
で

は
な
く
、
本
市
事
業
へ
の
影

響
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

人
口
動
態
統
計
の
評
価
に

つ
い
て
は
、
そ
の
背
景
に
は

様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
、

個
別
に
把
握
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
た
め
、
市
が
評
価

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
は
、
国
家
レ

ベ
ル
で
な
け
れ
ば
解
決
で
き

な
い
重
大
な
問
題
で
、
本
市

が
独
自
の
判
断
で
国
へ
提
言

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

問
熱
中
症
予
防
の
観
点

か
ら
厚
労
省
よ
り
、

マ
ス
ク
を
外
す
よ
う
通
知
が

出
て
い
る
が
、
全
国
各
地
で

熱
中
症
患
者
の
搬
送
が
相
次

い
で
い
る
。
マ
ス
ク
は
本
来

し
な
い
方
が
健
全
で
あ
り
、

特
に
成
長
期
の
児
童
生
徒
に

と
っ
て
望
ま
し
い
こ
と
は
自

明
で
あ
る
。
我
々
大
人
が
子

ど
も
た
ち
に
本
来
あ
る
べ
き

環
境
を
整
え
る
の
が
責
務
で

あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
、
登

下
校
、
体
育
の
授
業
は
、
マ

ス
ク
を
外
す
よ
う
指
導
を
強

化
し
て
は
。
ま
た
、
学
校
の

指
導
が
家
族
に
理
解
で
き
る

よ
う
文
書
な
ど
に
よ
り
周
知・

徹
底
し
て
は
。

　
　

　

国
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き

教
育
委
員
会
か
ら
保
護
者
宛

て
に
文
書
を
配
布
し
、
協
力

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

保
健
だ
よ
り
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
も
活
用
し
、
熱
中
症
対

策
や
マ
ス
ク
着
用
の
考
え
方

に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く

よ
う
努
め
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
体
育
の
授

業
や
運
動
部
活
動
・
登
下
校

等
の
マ
ス
ク
着
用
が
不
要
と

さ
れ
る
場
面
で
、
条
件
が
整

え
ば
マ
ス
ク
を
し
な
い
指
導

に
切
り
換
え
て
い
る
。
特
に

登
下
校
時
は
、
児
童
生
徒

の
判
断
に
委
ね
る
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
が
、
現
在
は
十
分
な

間
隔
が
あ
っ
て
、
会
話
を
控

え
た
屋
外
で
は
マ
ス
ク
を
外

す
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

問
マ
ス
ク
の
有
害
性
の

認
識
等
の
対
応
は
。

　

専
門
家
会
議
含
め
様
々
な

意
見
が
散
在
し
て
お
り
、
国

や
県
の
方
針
に
基
づ
い
て
対

応
す
る
。
状
況
に
よ
っ
て
は

マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
、
選
択

の
機
会
を
設
定
す
る
こ
と
、

事
情
が
あ
る
児
童
生
徒
に
配

慮
し
て
着
用
を
求
め
る
こ
と

等
、
適
宜
対
応
を
切
り
替
え

て
指
導
す
る
考
え
で
あ
る
。

答
国
や
県
の
方
針
に
基
づ

い
て
対
応
す
る
。

森
川
　
建
司
　
議
員

　新型コロナウイルス感染症ワクチン接種

国に見直しの提言を！
（答弁）国家レベルの問題であり、
　　　提言は困難である

答
条
件
に
よ
っ
て
マ
ス
ク
を

外
す
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
、
幼
稚
園
等
に
お
け

る
マ
ス
ク
の
着
用

録画映像
はコチラ
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問
昨
年
の
９
月
議
会
で

市
道
宮
田
東
新
川
線

（
伊
予
農
西
側
）
に
つ
い
て
、

避
難
経
路
へ
の
整
備
と
し

て
、
裏
門
を
設
置
す
れ
ば
、

校
舎
へ
の
避
難
距
離
が
約

２
０
０
ｍ
短
縮
で
き
る
と
質

問
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
裏

門
前
の
校
舎
は
４
階
建
て

で
、
収
容
人
員
が
正
門
前（
３

階
建
て
）
と
比
較
す
る
と
、

約
１・
５
倍
の
収
容
が
可
能

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
さ
し
く

分
散
避
難
と
な
り
、
緊
急
時

の
避
難
の
混
乱
が
解
消
さ
れ

る
。

　
こ
の
重
要
避
難
路
の
整
備

は
、
災
害
対
策
予
算
で
緊
急

的
に
行
う
こ
と
が
妥
当
だ
と

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
は
。

答
水
路
の
暗
渠
化
に
つ

い
て
、
維
持
管
理
上

の
問
題
か
ら
開
渠
が
基
本
で

あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
暗
渠

化
に
よ
り
暗
渠
部
出
入
口
付

近
で
浸
水
等
の
被
害
が
生
じ

る
こ
と
も
心
配
さ
れ
る
た
め
、

現
時
点
に
お
い
て
も
、
慎
重

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。

　

裏
門
と
し
て
学
校
西
側
へ

新
た
な
入
口
を
設
置
す
る
こ

と
で
、
よ
り
避
難
経
路
の
選

択
肢
が
増
え
る
こ
と
や
避
難

時
間
の
短
縮
が
見
込
ま
れ
、

短
時
間
で
多
く
の
避
難
者
の

受
入
れ
が
期
待
で
き
る
。

　

今
後
、
学
校
を
は
じ
め
施

設
の
設
置
者
で
あ
る
県
と
協

議
を
進
め
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、
水
路
上
の
橋
の
設

置
に
つ
い
て
も
、
市
道
及
び

水
路
の
占
用
等
関
係
課
と
調

整
す
る
。

問
伊
予
農
東
側
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
、
か
な

り
の
高
さ
が
あ
る
う
え
に
２

段
の
増
積
み
が
あ
る
。
控
え

壁
や
か
さ
木
が
な
く
、
ひ
び

割
れ
、
損
傷
が
あ
り
、
特
に

国
道
の
歩
道
側
に
傾
い
て
い

る
た
め
、
災
害
避
難
時
に
倒

れ
る
と
特
に
危
険
で
あ
る
。

県
と
協
議
し
て
は
。

　

同
校
は
県
有
施
設
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
に
市

議
会
一
般
質
問
で
改
善
の
要

望
が
あ
っ
た
旨
、
伝
え
た
い
。

問
昨
年
の
６
月
議
会

で
、「
３
階
建
て
以
上

の
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
を

推
進
し
て
は
」
と
質
問
し
た

が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
津
波

避
難
ビ
ル
の
登
録
を
募
集
し
、

現
在
、
灘
町
地
区
で
民
間
施

設
１
棟
が
登
録
さ
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
下
吾

川
地
区
の
１
棟
は
、
指
定
の

申
し
出
を
い
た
だ
い
て
い
る

た
め
、
今
後
、
避
難
時
の
開

錠
に
関
す
る
対
応
等
、
円
滑

な
利
用
に
つ
い
て
調
整
を
行

う
。
さ
ら
に
、
可
能
性
の
あ

る
建
物
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

市
内
に
は
３
階
以
上
の
建
物

が
約
１
２
０
棟
あ
り
、
引
き

続
き
指
定
を
推
進
す
る
。

問
貴
重
な
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
活
動
の
危
機

に
接
し
、
市
や
学
校
か
ら
の

支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

少
年
団
自
体
を
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
移
行
さ

せ
る
な
ど
、
中
学
校
部
活
動

の
地
域
で
の
支
援
や
そ
の
受

け
皿
と
な
り
得
る「
新
た
な
地

域
ス
ポ
ー
ツ
体
制
」
を
模
索

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
つ
い
て
は
、「
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」へ
の
移
行

や
、「
運
動
部
活
動
の
地
域
移

行
」な
ど
、
様
々
な
事
案
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

捉
え
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
行
え
る
か
検
討
を
進

め
た
い
。

答
県
に
改
善
の
要
望
が
あ
っ

た
旨
を
伝
え
た
い
。

金
澤
　
　
功
　
議
員

　市道宮田東新川線（避難経路）の整備

その後の進捗状況は？
（答弁）関係者と協議を進めながら
　　　調整する

答
灘
町
地
区
で
民
間
施
設
１

棟
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

答
ど
の
よ
う
な
支
援
が
行
え

る
か
検
討
を
進
め
た
い
。

市
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

活
動
支
援
を

録画映像
はコチラ

スポーツ少年団は、協調性や
創造性を養い社会のルール
や思いやりの心を学ぶこと
で地域づくりに貢献するも
のと感じています。学校では
体験できない貴重な時間を
過ごすことができる、教育を
補填する機関であり、必要不
可欠なものと考えます。

かなざわ議員の「もう一言！」
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問
ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予
へ

伊
予
郵
便
局
移
転
工

事
が
始
ま
り
、
市
民
に
と
っ

て
は
、
郵
便
局
跡
地
の
玄
関

前
広
場
が
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
関
心
が
高
い
。
完
成
予

定
は
い
つ
頃
で
、
広
場
に
対

す
る
提
案
の
余
地
は
。

答
玄
関
前
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
と
し
て
、
施
設

本
体
の
実
施
計
画
の
時
点
で

作
製
し
て
い
る
完
成
予
想
図

を
基
に
広
場
と
駐
車
場
を
主

体
に
詳
細
設
計
を
進
め
る
予

定
で
あ
る
。

　

郵
便
局
移
転
後
、
令
和
５

年
度
に
用
地
の
取
得
と
広
場

の
詳
細
設
計
を
行
い
、
令
和

６
年
度
に
整
備
を
実
施
し
、

完
成
は
、
令
和
６
年
度
末
を

予
定
し
て
い
る
。

問
直
営
か
ら
指
定
管
理

に
切
り
替
え
る
時
期

は
、
玄
関
広
場
が
完
成
し
て

か
ら
で
は
遅
い
の
か
。

　
市
と
指
定
管
理
の
参
画
協

働
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
き
め
細
や
か
な

質
の
高
い
事
業
や
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
に
は
、
早
期
に

指
定
管
理
制
度
を
導
入
す
べ

き
と
の
考
え
か
ら
令
和
５
年

４
月
か
ら
導
入
す
る
。
市
民

の
参
画
協
働
に
つ
い
て
も
民

間
事
業
者
の
視
点
を
加
え
、

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　

指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営

が
開
始
し
て
も
、
運
営
状
況

や
利
用
状
況
な
ど
の
確
認
を

常
々
行
い
、
市
民
の
皆
様
が

繰
り
返
し
訪
れ
た
く
な
る
よ

う
な
、
居
心
地
の
よ
い
施
設

と
な
る
よ
う
努
め
る
。

問
令
和
５
年
１
月
に
法

人
化
を
目
指
す
伊
予

市
観
光
物
産
協
会
を「
動
く

観
光
物
産
協
会
」
へ
、
と
の

提
案
を
す
る
。
具
体
的
に
は
、

観
光
案
内
の
車
内
に
伊
予
市

を
紹
介
す
る
チ
ラ
シ
や
ブ
ラ

ン
ド
産
品
を
載
せ
、
市
内
外

の
イ
ベ
ン
ト
に
出
掛
け
る
際

に
積
極
的
に
市
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
は
。

　

市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
手
段

と
し
て
効
果
が
大
き
い
と
思

わ
れ
る
が
、
観
光
協
会
の
法

人
化
が
最
重
要
案
件
で
あ
る
。

設
立
後
の
検
討
に
な
る
と
は

思
う
が
、
観
光
協
会
の
判
断

に
委
ね
ら
れ
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
が
地
元
で
し
か

使
え
な
い
電
子
ギ
フ
ト
で
あ

る「
旅
先
納
税
」や
返
礼
品
に

工
芸
品
や
体
験
券
を
加
え
て

は
ど
う
か
。

　

旅
先
納
税
に
つ
い
て
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ひ
と
つ
で

旅
先
で
簡
単
に
ふ
る
さ
と
納

税
が
で
き
、
納
税
額
の
ア
ッ

プ
も
期
待
で
き
る
が
、
導
入

に
は
一
定
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

も
必
要
な
た
め
、
費
用
対
効

果
等
も
含
め
調
査
研
究
す
る
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
推
進
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
た「
㈱
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
え
ひ
め
」
も
有
効
に
活
用

し
、
体
験
型
返
礼
品
も
選
択

肢
の
一
つ
に
加
え
る
。

答
令
和
５
年
４
月
か
ら
導
入
し
、

民
間
の
視
点
も
加
え
た
い
。

川
口
　
和
代
　
議
員

　  どうなるの？ IYO夢みらい館前広場

完成予定はいつ頃？
（答弁）令和６年度末を予定している

答
観
光
協
会
の
判
断
に
委

ね
ら
れ
る
。

答
費
用
対
効
果
等
も
含

め
、
調
査
研
究
す
る
。

多
方
面
か
ら
伊
予
市
を

ア
ピ
ー
ル

録画映像
はコチラ

今回の質問では、そのほかに、
・私のＳＤＧｓ宣言
・宅配ボックス購入費補助
・体験学習できる修学旅行の
　誘致
などを提案しました！

かわぐち議員の「もう一言！」

伊予市オリジナルの
SDGsロゴマーク
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伊予郵便局移転後におけるＩＹＯ夢
みらい館前広場の完成予想図



○
政
務
活
動
費
と
は
？

　

地
方
自
治
法
並
び
に
市
の

条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の
調

査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
役

立
て
る
た
め
に
必
要
な
経
費

の
一
部
と
し
て
交
付
さ
れ
る

も
の
で
、
本
市
は
、
１
人
当

た
り
年
額
12
万
円
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

政
務
活
動
費
は
、
主
に
資

料
購
入
費
、
広
報
費
、
研
修

費
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
議
員

個
人
の
収
支
報
告
書
と
領
収

書
な
ど
の
関
係
書
類
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

○
県
内
11
市
の
交
付
額

は
？

政務活動費を公開します！
令和３年度（３年４月～４年３月）における議員別（第5期）の政務活動費の支出内訳を公開します

令和３年度 伊予市議会

市ホームページも
ご覧ください！

［令和４年４月現在］
市 交付対象 交付額（年額）

松 山 市 議　員 1,224,000円
今 治 市 会派/議員 360,000円
四国中央市 議　員 240,000円
新 居 浜 市 会　派 216,000円
西 条 市 会派/議員 180,000円
東 温 市 議　員 180,000円
八 幡 浜 市 会派/議員 180,000円
西 予 市 会派/議員 120,000円
宇 和 島 市 会派/議員 120,000円
伊 予 市 議　員 120,000円
大洲市は、交付なし。

議
席
番
号

氏　　名 交付額
A

執行額
B

差引額
A-B 戻入額※

支　出　科　目

調査
研究費 研修費 広報費 広聴費 要請陳情

活動費 会議費 資料
作成費

資料
購入費 人件費 事務所費

1 田中慎之介 110,000 123,349 △13,349 0 7,659 107,770 7,920

2 金澤　功 110,000 47,600 62,400 62,400 7,659 39,941

3 正岡　満 110,000 102,302 7,698 7,698 28,700 51,408 22,194

4 森川建司 120,000 100,722 19,278 19,278 7,659 15,400 77,663

5 吉久俊介 120,000 38,620 81,380 81,380 38,620

6 川口和代 120,000 128,180 △8,180 0 38,180 90,000

7 向井哲哉 120,000 128,330 △8,330 0 90,160 38,170

8 平岡清樹 120,000 120,731 △731 0 120,731

9 大野鎮司 120,000 50,466 69,534 69,534 38,170 7,164 5,132

10 高田浩司 120,000 52,514 67,486 67,486 52,514

11 門田裕一 120,000 113,521 6,479 6,479 38,170 35,120 11,494 28,737

12 北橋豊作 120,000 133,950 △13,950 0 53,530 80,420

13 日野猛仁 120,000 44,665 75,335 75,335 44,665

14 谷本勝俊 120,000 139,876 △19,876 0 81,796 58,080

15 佐川秋夫 120,000 0 120,000 120,000

16 武智　実 120,000 0 120,000 120,000

17 田中　弘 120,000 222,800 △102,800 0 81,794 141,006

合計17名 2,010,000 629,590 113,137 408,430 448,727 0 0 0 70,066 507,266 0 0
※交付額よりも支出額の多い議員は、戻入額を０と表記

令和３年度　政務活動費収支一覧表 （単位：円）
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〔視察先①〕
福岡県　宗像市

〔視察先②〕
山口県　周南市

【日程】令和４年５月18日（水）
【調査項目】
①道の駅むなかたについて
②空家対策事業について

【日程】
令和４年５月19日（木）

視察研修を終えて…

視察研修を終えて…

（人口）96,931人
（世帯）44,078世帯

（令和４年４月末現在）

（人口）138,718人
（世帯） 67,979世帯

（令和４年４月末現在）

【調査項目】
①道の駅ソレーネ周南について
②公共施設再配置の取組について

①道の駅ソレーネ周南について
　ソレーネとは山口弁で「そうだね」との意味。国道２号線沿い
でインターからも近く立地条件が整っている。全館24時間営業
でコンビニも併設しており、特徴としては、「防災道の駅」とし
て地域の防災機能を備えていることであった。
②公共施設再配置の取組について
　周南市公共施設白書を作成し、市民への啓発にマンガを活用
するなど、誰もが分かりやすく関心を示す内容に仕上げていた。
本市にはない「地域別計画（周辺施設の集約化・複合化・機能統
合する計画）」を提案したい。

道の駅ソレーネ内で研修を行った（写真左）。オリジナル商品の
多さにも驚いた道の駅ソレーネ（写真右）。

いよ議会だより　令和４年 夏号19

かわぐち委員

かわぐち
副委員長

たなか（弘）
委員

きたはし
委員

おおの
委員

まさおか
委員

もりかわ委員長

next
第二弾

8.25（木）
9：30～12：00
伊予市議場（市役所５階）

伊予市内在住の10人が一般質問！

令和４年度　産業建設委員会　行政視察報告

先進地から学び そして提言へ！

ぜひ、傍聴に来てください！

いよ市民議会
女性議会

どんな意見が
出るか楽しみ
ですね！

市長！
こんな提案

どうかしら？

私たち６人で
先進地視察し
てきました！

①道の駅むなかたについて
　道の駅むなかたは、県内で有数の敷地面積（約
3,000㎡）を誇り、九州で一番の売上げ（約17億
円）を誇っている。広大な駐車場と鮮魚を中心
とした充実の品揃いである。また、イベントや
SNSをうまく活用しており、本市でも参考とな
る取組であった。
②空家対策事業について
　宗像市の空家対策の取組として、平成28年に
市全域を対象とした調査を実施し、情報のデー
タベース化、略式代執行などを行い、宗像市空
家等対策計画を策定した。「一般社団法人住マイ
むなかた」（住宅に関する「誰もが」「いつでも」「安
心して」相談できる公的な活動を展開している）」
の働きが非常に大きく、本市も相談体制の強化
が必要と感じた。

宗像市での研修の様子（写真左）。とにかく広大
な駐車場を誇っていた道の駅むなかた（写真右）。
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正副キャプテン
（男・女）にインタ
ビューしました！

（６/27取材）

●
部
活
の
目
標
は
？

（
男
子
）県
大
会
団
体
ベ
ス
ト

４
・
個
人
ベ
ス
ト
８
！

（
女
子
）常
に
自
分
ら
し
い
プ

レ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
！

●
部
と
し
て
大
事
に
し
て
い

る
こ
と
は
？

（
男
子
）言
わ
れ
た
こ
と
は
す

ぐ
に
や
る
こ
と
。
失
敗
し
て

も
下
を
向
か
ず
、
理
由
を
よ

く
考
え
る
こ
と
。
応
援
は
と

て
も
大
切
な
の
で
し
っ
か
り

声
を
出
す
こ
と
。

（
女
子
）仲
良
く
絆
を
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
。
年
上
、
年

下
関
係
な
く
良
い
こ
と
も
悪

い
こ
と
も
お
互
い
注
意
し
合

え
る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
。

●
部
と
し
て
の
自
慢
は
？

（
男
子
・
女
子
）部
員
数
が
と

て
も
多
い
こ
と
。
で
も
コ
ー

ト
は
６
面
も
あ
る
の
で
大
人

数
で
も
練
習
で
き
る
こ
と
。

●
高
校
に
入
っ
た
ら
何
が
し

た
い
？

（
男
子
キ
ャ
プ
テ
ン
）や
っ
ぱ

り
硬
式
テ
ニ
ス
部
に
入
り
た

い
！

（
女
子
キ
ャ
プ
テ
ン
）テ
ニ
ス

部
に
入
っ
て
、
全
国
で
活
躍

で
き
る
選
手
に
な
る
！

●
議
会
や
議
員
っ
て
知
っ
て

る
？

（
男
子
）偉
い
人
っ
ぽ
い
で
す

（
笑
）。
あ
と
、
男
性
が
多
い

イ
メ
ー
ジ
で
す
。

（
女
子
）う
～
ん
…（
困
る
）地

元
の
議
員
さ
ん
は
少
し
知
っ

て
い
ま
す
。
議
員
さ
ん
が
市

の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
活
動
し

て
く
れ
て
い
る
の
は
知
っ
て

い
ま
す
。

★
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
水

は
け
が
悪
く
、
大
雨
の
あ

と
何
日
も
練
習
で
き
な
い

の
で
直
し
て
ほ
し
い
と
切

実
な
お
願
い
を
さ
れ
ま
し

た
。
早
速
、
市
に
確
認
し

て
み
ま
す
！

★
顧
問
の
先
生
か
ら
一
言
！

　

生
徒
に
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

を
通
し
て
仲
間
と
協
力
す
る

こ
と
の
楽
し
さ
や
、
最
後
ま

で
諦
め
な
い
心
を
も
つ
大
切

さ
に
気
づ
い
て
も
ら
え
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

私
た
ち
が
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を

続
け
ら
れ
る
の
は
、
保
護
者

の
方
々
や
地
域
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。（
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
顧
問　
青
木
先
生
）

　

仲
間
を
思
い
や
り
、
真
摯

に
テ
ニ
ス
に
向
き
合
っ
て
き

た
３
年
生
。
こ
の
メ
ン
バ
ー

だ
か
ら
こ
そ
、
県
総
体
出
場

を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
応
援
し
て

く
だ
さ
る
方
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
大
切
に
、
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
県
総
体
を
戦

い
抜
き
ま
し
ょ
う
。（
女
子
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
顧
問　

寺
田

先
生
）

部員58人：男子31人（写真右）・女子27人（写真左）／ 活動日：平日は４日、土・日いずれかの半日

　議会広報の役割は、伊予市議会の活動（議決・監視・政策立案等）を市民に分かりやすく伝えるとともに多様
な市民の声を議会の審議・議決等に反映させることにあります。今後とも、議会だよりを通じて議会と住民と
の意思疎通が図れるよう情報発信していきます。
　さて、ロシアのウクライナ侵攻は、我々日本人に数多くのことを学ばせてくれました。その第
一が「自分の国は自分で守る」という国民意思の必要性でした。戦後軽視されてきた家族の絆、郷
土愛、愛国心を取り戻すよう、市民・国民自身の意識改革が求められています。市議会も全力で
啓蒙していきます。
　議会広報調査特別委員会　〔委員長〕森川建司　〔副委員長〕大野鎮司
　　　　　　　　　　　　　〔委　員〕田中慎之介　吉久俊介　川口和代　向井哲哉

伊予中学校 ソフトテニス部

ファインダー越しに映
る生徒たちのボールを
追う真剣な姿はとても
迫力がありました！

きら
きら・部活

い～よい～よい～よ
第３回

編集後記

むかい委員

もりかわ委員

県大会出場を男女一緒に叶えました！

地区大会準優勝（女子） 地区大会優勝（男子）

池内キャプテン

取材する
むかい委員 近藤キャプテン


